
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NUMAZU CITY PRESS RELEASE 

沼津市 報道取材情報 

令和７年５月 30日（金） 発表 

要 旨 

概 要 

沼津市芹沢光治良記念館 

戦後８０年 連動企画展 

「光治良の戦争と平和―『サムライの末
まつ

裔
えい

』―」を開催します 

お問い合わせ先 

戦後 80年を迎え、本市名誉市民である作家・芹
せり

沢
ざわ

光
こう

治
じ

良
ろう

の作品で、広島原爆の恐ろしさ

を描いた小説『サムライの末裔』を特集した企画展示を開催します。 

 

 

１ 日 時  令和７年６月 13日(金)～令和７年 11月 30日(日) 

９時～16時 30分(入館は 16時まで) 

＊展示替えに伴う休館期間 ６月２日（月）～６月 12日（木） 

２ 場 所  沼津市芹沢光治良記念館１階展示室（沼津市我入道蔓陀ケ原 517－1） 

３ 内容(特徴) 

芹沢光治良は、1950年に川端康成らとともに被爆した広島を訪問しました。後に、

そこで見聞した原爆の恐ろしさを小説にして世界に発信すべく『サムライの末
まつ

裔
えい

』

（旧題『一つの世界』、1954年）を執筆し、海外で高い評価を得ました。 

本展示では、この作品を中心に、終戦前後の日本、沼津、そして光治良に起こっ

た出来事を、以下の主な資料を含む約 80点を通してたどります。 

 

 ・光治良が疎開中に記した日記 

 ・フランス語訳『サムライの末裔』 

 ・アイラ、エディタ・モリス夫妻の書簡 

（※初公開資料） 

 

 ・光治良、川端康成の往復書簡 

 
モリス夫妻とは：被爆者の保養施設「広島憩いの家」 

を創設したアメリカの作家夫妻。 

沼津市教育委員会事務局文化振興課 沼津市芹沢光治良記念館 

直通：055-932-0255 

 

1950年 広島赤十字病院前で 

（最前列左から 2人目・川端康成、その左斜め後ろ・光治良） 



三園橋

港大橋

狩野川

牛臥山
駿
河
湾

香貫山

沼津駅
スポーツデポ

JR東海道線

沼津市役所

ガソリンスタンド

沼津御用邸記念公園

マックスバリュ沼津香貫店
沼津リハビリテーション
病院前バス停（旧牛臥病院前）

我入道行バス

1

道路案内
「沼津市街」直進

芹沢光治良
記念館

414

至静岡 至御殿場東名高速 沼津I.C.

新東名高速 長泉沼津I.C.

伊豆縦貫道


